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P1-012 焼成酸素分圧の変化によるCo2Z型Baフェライトの透磁率への影響と中性子
回折による磁気構造解析
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近年の情報化社会の進展に伴い、GHzといった高周波領域で有用な電磁波ノイズ遮蔽材料が必要
とされている。これには高周波領域でも高透磁率を保つことのできる六方晶系 Z 型 Ba フェライ
ト Ba3Co2Fe24O41 が期待されている。しかし実用化に向けてはさらなる透磁率の向上が求められ
ており、我々はこの問題に対し陽イオン置換や焼成条件の最適化といった観点からアプローチして
いる。さらに、透磁率と陽イオン分布・磁気構造の相関を中性子回折によって評価している。本研
究では基本組成 Ba3Co2Fe24O41 において、焼成時の酸素分圧を変化させて作製した試料について
透磁率を測定した。また陽イオン、特に磁性を担う Fe・Coの分布について中性子回折のRietveld
解析から評価し、透磁率との相関を考察した。
六方晶系 Z 型 Ba フェライト Ba3Co2Fe24O41 は一般的なセラミクス法で作製した。焼成温度は

1573 Kとしたが、焼成時の酸素分圧は 101.3 kPa, 61.3 kPa, 21.3 kPaと変化させた。中性子回折
は東北大金材研の HERMESを用いて行った。得られた回折パターンを Rietveld解析することで、
Z型フェライト結晶中の Fe・Coの分布と磁気モーメントの c軸からの傾きを決定し、透磁率測定
結果と比較検討した。
六方晶系 Z型 Baフェライトの空間群は P63/mmcで表され、Fe・Coの占有サイトは全部で 10

種類ある。中性子回折により、いずれの試料も Coはそのうち特定の 5サイトのみを占有すること
がわかった。しかし、c軸からの磁気モーメントの傾きが焼成酸素分圧によって変化し、これが透
磁率に大きく影響していることを見出した。詳細については当日に報告する。


